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[畑作部門  令和４年度  指導参考資料 ]  

事 項 名  小麦品種「ネバリゴシ」の出穂期以降の青立ち症状の発生原因  

ね ら い  

小麦の出穂期以降の青立ち症状は、岩手県や北海道の主に黒ボク土壌で発
生している。県内でも県南地域を中心に青立ち症状がしばしば報告されてい
るが、養分吸収等の具体的なデータは少なく、発生原因が一部不明になって
いる。  

今回、令和２年産の「ネバリゴシ」において、本症状が発生した作物体及
び土壌を分析した結果、発生原因が明らかになったので参考に供する。  

指  

 

導  

 

参  

 

考  

 

内  

 

容  

 
１  外観的特徴  
   出穂期以降に不稔や青立ち症状が発生する。  
 
２  作物体及び土壌分析結果からみた発生原因  
(1)  不稔や青立ち症状が強い作物体の茎葉部は、無症状に比べ銅含有率に

大きな差がみられないが、鉄含有率が高くなる傾向にある（表１）。  
(2)  土壌中の 0.1Ｎ塩酸可溶性銅に比例して、作物体の銅含有率が低下す

るが、それだけでは発生しない場合がある（図１）。  
(3)  作物体の銅／鉄比が 0.02 以下の場合に症状が発生しやすくなる（図

２）。  
(4)  黒ボク土壌は、ほかの土壌に比べ 0.1Ｎ塩酸可溶性銅が低い傾向にあ

る（表２）。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

期待される

効 果  

小麦安定栽培の基礎資料として活用され、生産性の維持向上の推進を図れ
る。  

利 用 上 の  

注 意 事 項  

１  令和３年の試験は「ネバリゴシ」での結果である。  

２  対策は畑作物等生産指導要領の「銅欠乏対策」に準じる。  

問い合わせ先 

(電話番号） 
野菜研究所  栽培部（ 0176-53-7175）  

対象地域  

及び経営体 

県内全域の小
麦作付経営体  
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【根拠となった主要な試験結果】  

表１  小麦の作物体分析結果（令和３年  青森野菜研）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１  0.1N 塩酸可溶性銅と作物体銅含有率   図２  0.1N 塩酸可溶性銅と作物体銅／鉄比  

（令和３年  青森野菜研）         （令和３年  青森野菜研）  

 

表２  土壌分析結果（作土層）    (令和３年  青森野菜研 )  

                        

 

 

 

           


